
１．教育研究上の目的（学士） 
 
人文社会学群 
 現代社会を理解し、21 世紀を生きる市民的教養を有し、人間、文化、社会、政治及び経
済に関わる基礎的・専門的な学識を有する人材を養成する。 
 
●人間発達文化学類 
本学類は、人間の発達と文化の探究・創造に関する専門的知識と技能の獲得を通じて、

学校をはじめとして現代社会が直面する人間の発達支援に関わる諸課題に積極的に取り

組む人材を養成することを目的とする。 
 
（教育実践コース） 
社会・地域などの環境の変化にさらされる学校教育に対応するため、教育・学校に関す

る基盤的な知識や教科等の指導法を学び、教師として必要な資質・能力を身につけた人材

を育成する。 
 
（心理学・幼児教育コース） 
 人の行動・心理・発達や教育・保育の方法について学び、それを援助につなげる力を身

につけた人材や、公認心理師、幼稚園教諭または保育士として地域に貢献する人材を育成

する。 
 
（特別支援・生活科学コース） 
障害児・者への指導・支援に関する特別支援教育の理論や実践、家庭・地域社会に関す

る生活科学の理論や実践を学び、学校教育や子どもの発達及び生活や地域の支援に貢献

する人材を育成する。 
 
（芸術・表現コース） 
音楽や美術に関する知識・理解を、それぞれの分野に求められる専門性と現代社会で必

要とされる総合性の調和を図りながら学び、芸術表現者・学校教員・音楽指導者・アート

コーディネーターとして芸術を地域で活かすことのできる人材を育成する。 
 
（人文科学コース） 
日本・アジア・欧米の言語や文学、地域や社会のあり方、その歴史や思想など人文科学

分野の学問について広く学び、人文科学分野における教育及び文化の継承・発展に貢献す

る人材を育成する。 
 
（数理自然科学コース） 



 身近な自然や先端的課題の中から、数学や自然科学に関わる諸問題を見いだして解決

に向かう力を学び、数学や自然科学を通して社会の発展に寄与できる人材や、教育を支え

る実践力を身につけた人材を育成する。 
 
（スポーツ健康科学コース） 
 体育や運動・スポーツ科学、健康科学について広く学び、体育教育力、スポーツ指導力、

健康福祉や生涯スポーツに関する課題解決力などの専門性を身につけ、同分野における

教育及び文化の継承・発展に貢献する人材を育成する。 
 
●行政政策学類 
  本学類は、法・政治・行政・社会・文化等、学際的な観点から、地域社会が直面してい

る諸課題を学ぶとともに、実践的な学びを得て、よりよい地域社会を作り出すために必要

な「専門知」、「実践知」を身につけ、さらに新たな「創造知」をもって、「知」の社会還

元をもたらす主体的な人材を養成することを目的とする。 
 
（地域政策と法コース） 
法学と政治学及び行政学研究の分野を中心としつつ、関連する諸分野にわたって理解

を深め、新しい地域づくりを担い得る人材を養成する。 
 
（地域社会と文化コース） 
社会学と社会計画学及び文化研究の分野を中心としつつ、関連する諸分野にわたって

理解を深め、新しい地域づくりを担い得る人材を養成する。 
 
●経済経営学類 
本学類は、経営と経営の専門知識を見につけ、現代の経済社会を理解し、課題解決に実

践的に取り組む人材を養成することを目的とする。 
 
（経済学コース） 
 広い視野に立って学識を授け、現代の経済社会を理解し、経済の理論と応用に関わる基

礎的・専門的な知識及び能力を身に付けた人材を養成する。 
 
（経営学コース） 
 広い視野に立って学識を授け、現代の経済社会を理解し、経営及び会計に関わる基礎

的・専門的な知識及び能力を身に付けた人材を養成する。 
 
●夜間主コース（現代教養コース）※平成３１年度 １年次生募集停止 
  現代教養コースは、現代社会を理解し、生活課題・地域社会が直面する問題を解決で 
きる現代的教養を身に付けた人材を養成することを目的とする。 



 
理工学群 
 人―産業―環境に関わる課題を共生のシステム科学の視点で学び、自ら課題を発見し解

決できる能力と文理融合型の思考力を有し、個性に応じた実践型キャリアを身に付けた人

材を養成する。 
 
●共生システム理工学類 
 本学類は共生システムの名の下に、人・産業・環境が共生する社会を構築するために必

要な学問を総合的・実践的に学ばせ、21 世紀の社会が抱える諸課題の解決に貢献できる
知識・技能と現場応用力を備えた理工系人材を養成する。 

 
（数理・情報科学コース） 
 数理科学・数学、情報科学領域の知識を体系的に学び、高度情報化社会におけるデータ

分析やシステム構築に貢献できる人材を養成する。 
 
（経営システムコース） 
 経営の諸問題を体系的に整理し、個々の課題をシステムとして捉え、工学的手法を活用

して解決策を提示できる人材を養成する。 
 
（物理・システム工学コース） 
 物理や機械・電気工学に関する基礎知識の習得を基に、様々な分野で役立つ「もの」や

「技術」の創出を担うエンジニアを育成する。 
 
（物質科学コース） 
 科学を基盤とする物質・材料関係分野について、様々な講義や実験を通して体系的に学

び、先進的「ものづくり」に貢献する人材を育成する。 
 
（エネルギーコース） 
 エネルギー資源の状況と省エネ・畜エネの技術を幅広く学び、持続可能な社会の構築に

貢献できる人材を育成する。 
 
（生物環境コース） 
 生態学、形態学、遺伝学、微生物学など生物学の基礎を学び、多様な実験・野外実習科

目で実践力をつけ、環境・生物保全や自然史に関する素養を持つ人材を育成する。 
 
（地球環境コース） 
 地球科学とその応用分野を基礎から学び、複雑な自然現象の解明や各種の環境問題へ

の技術的対応に資する人材を育成する。 



 
（社会計画コース） 
 環境を構成する自然、社会、文化を総合的に学び、持続可能な社会の構築に向けた計画

を立案・実行できる人材を育成する。 
 
（心理・生理コース） 
 心理学や生理学を基礎から学び、人間や動物の心や行動の理解とそのメカニズム解明

を目指した専門的研究のエキスパートを育成する。 
 
農学群 
 農学を総合的・実践的に学び、21 世紀の食料・農林業・地域社会が直面する諸課題の解
決に貢献できる知識・技能と応用力を備えた人材を養成する。 
 
●食農学類 
本学類は、日本やモンスーンアジア等の農林業と食生活を深く理解し、よりよい社会の

創造に向けて農学の専門性を活用し、新たなフードシステムの創出に貢献できる人材を

養成することを目的とする。 
 
（食品科学コース） 
 食品の栄養素や機能分析、安全性やおいしさに優れた食品の製造、発酵・醸造による地

域の伝統食製造に関わる専門知識と技能を身に付け、関連諸課題に積極的に取り組む人

材を養成する。 
 
（農業生産学コース） 
 作物生産、食料生産、栽培資源利活用、栽培環境などの農業生産、安全で付加価値の高

い作物生産に関わる専門知識と技能を身に付け、関連諸課題に積極的に取り組む人材を

養成する。 
 
（生産環境学コース） 
 農林業を支える森林・農地・水環境等の生産資源、ならびに農業土木や農業機械といっ

た生産活動を管理・運用するシステムに関わる専門知識と技能を身に付け、関連諸課題に

積極的に取り組む人材を養成する。 
 
（農業経営学コース） 
 食料の生産から加工・流通を経て消費に至るフードシステムにおける経済活動、および

農村社会や地域づくりに関わる専門知識と技能を身に付け、関連諸課題に積極的に取り

組む人材を養成する。 
 


